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「
2
0
1
8
県
内
進
学
・

仕
事
魅
力
発
信
フ
ェ
ア
in

や
ま
ぐ
ち
」が
2
月
15
日
、

維
新
百
年
記
念
公
園
ス

ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
山
口

県
並
び
に
（
一
社
）
山
口

県
専
修
学
校
各
種
学
校
協

会
、
山
口
県
私
学
大
学
協

会
お
よ
び
大
学
リ
ー
グ
が

仕
事
や
企
業
の
魅
力
を
伝

え
、
山
口
県
の
魅
力
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
人
材
の
育
成
及
び

地
域
の
活
性
を
担
う
若
者

の
県
内
定
住
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
出
展
区
分
は
「
学
校

案
内
」「
学
校
体
験
」「
仕

事
体
験
」「
仕
事
紹
介
」「
企

相談員のアドバイスも熱がこもる

６人が卒業・山口建設高等職業訓練校

「
２
０
１
８
県
内
進
学

　

仕
事
魅
力
発
信

　
　

フ
ェ
ア
in
や
ま
ぐ
ち
」

　

平
成
30
年
3
月
か
ら
の

山
口
県
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
は
、
右
表
の
と
お

り
6
年
連
続
で
引
き
上
げ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

現
状
を
踏
ま
え
て
、「
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、
法

定
福
利
費
確
保
！
建
設
山

口
各
支
部
代
表
者
学
習

会
」
を
3
月
9
日
に
建
設

山
口
本
部
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

吉
村
執
行
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
、
小

林
書
記
長
か
ら
「
基
調
報

告
」
と
「
賃
金
実
態
調
査
」

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

「
事
業
主
は
少
し
で
も
賃

金
を
上
げ
る
努
力
を
し
て

２
年
間
で
学
ん
だ
こ
と

　
　

実
践
の
場
で
活
か
す 約2,000人の高校生が来場

賃金引き上げの機運づくり

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
と
い
う
二

階
建
て
部
分

の
年
金
が
あ

り
ま
す
。
自

営
業
者
の
方

は
一
階
部
分

の
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
し
か
し
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
れ
ば
、

国
民
年
金
基
金
と
い
う

二
階
建
て
部
分
の
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
民
年
金
基

金
は
、
掛
金
が
割
安
で

年
金
額
が
保
障
さ
れ
て

い
る
厚
生
労
働
省
認
可

の
公
的
制
度
で
す
の
で

安
心
し
て
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
平
成
26
年
4
月
か
ら

予
定
利
率
が
1
・
5
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
他
の
金
融
商
品

と
比
較
し
て
も
非
常
に

有
利
で
す
。
ま
た
掛
け

捨
て
に
な
り
ま
せ
ん

し
、
受
け
取
る
年
金

は
、
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
、
掛
金
が

全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
節
税
で

き
ま
す
。

▼
そ
れ
か
ら
、
国
民
年

金
基
金
に
は
個
人
年
金

に
は
な
い
、
国
庫
負
担

が
あ
り
ま
す
。
掛
金
は

年
齢
が
若
い
程
安
く

な
っ
て
い
ま
す
し
、
積

立
額
も
多
く
な
り
ま

す
。
加
入
希
望
の
方
は

で
き
る
だ
け
早
く
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

■
足
場
の
組
立
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
会

〔
日
時
〕
7
月
23
日
㈪

 
 

7
月
24
日
㈫

両
日
と
も
8
時
50
分
か

ら
午
後
5
時

〔
場
所
〕
建
設
山
口
会
館

〔
〆
切
〕
7
月
6
日
㈮

〔
受
講
料
〕
5
千
円

〔
テ
キ
ス
ト
代
〕

　

1
，3
0
0
円
（
建
設

山
口
組
合
員
は
5
0
0

円
に
な
り
ま
す
）。
詳
し

く
は
所
属
の
支
部
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

業
紹
介
」「
進
路
相
談
」「
学

校
魅
力
発
信
」
の
7
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
高
校
1
年
生
・

2
年
生
を
対
象
に
行
わ

れ
、
建
設
山
口
は
主
催
者

側
の
依
頼
を
受
け
、
仕
事

紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
「
大
工

職
種
」
に
本
部
の
青
木
副

委
員
長
と
美
祢
支
部
の
町

田
夕
貴
さ
ん
が
魅
力
を
伝

え
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4

時
の
間
、
県
内
各
地
か
ら

高
校
生
が
次
々
と
訪
れ
る

中
、
大
工
の
話
を
聞
き
に

き
た
高
校
生
は
午
前
13

人
、
午
後
9
人
の
計
22
人

で
し
た
。
ブ
ー
ス
を
訪
れ

た
生
徒
か
ら
「
大
工
に
な

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
資

格
が
必
要
な
の
か
」「
収

入
面
は
ど
う
な
の
か
」
と

い
っ
た
質
問
も
出
さ
れ
、

将
来
の
後
継
者
候
補
に
よ

き
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
校（
山
口
建
設
高
等
職
業
訓
練
校・木
造
建
築
科
）

は
3
月
28
日
に
指
導
員
の
参
加
の
も
と
修
了
式
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
6
人
は
、
訓
練
校
で
学
ん
だ
こ
と

を
実
践
の
場
で
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

卒
業
生
か
ら
一
言

　
　
　
　
北
野
　
開
斗

　

踏
み
台
作
り
や
継
ぎ
手

を
実
際
に
や
っ
て
み
て
、

す
ご
く
た
め
に
な
り
ま
し

た
。
図
面
の
書
き
方
も
少

し
は
理
解
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

　
　
　
　
　
山
内
　
亮

　

今
ま
で
に
や
っ
た
こ
と

の
な
い
こ
と
を
学
べ
て
、

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

訓
練
校
で
学
ん
だ
こ
と

が
現
場
で
も
活
か
せ
て
い

る
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
岡
　
卓
哉

　

一
週
間
に
一
度
の
授
業

で
し
た
が
、
知
識
・
技
能

の
向
上
が
出
来
た
と
感
じ

ら
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
先
に
、
活

か
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
原
田
　
哲
也

　

現
場
に
出
て
仕
事
を
す

る
自
分
た
ち
が
図
面
を
書

く
練
習
等
、
現
場
に
出
て

い
る
と
、
こ
の
先
や
ら
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
体
験
が

出
来
た
の
で
、
現
場
に
出

て
い
な
い
方
の
気
持
ち
や

考
え
方
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

2
年
間
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
河
野
　
文
哉

　

始
め
た
て
よ
り
も
知
識

が
増
え
た
こ
と
で
、
い
く

ら
か
は
実
際
の
現
場
等
で

活
か
す
こ
と
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
成
長
す
る

た
め
に
努
力
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
竹
形
　
秀
志

　

差
し
金
の
使
い
方
を
よ

り
良
く
学
べ
て
よ
か
っ
た

と
思
う
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
展
開

図
を
ひ
く
こ
と
に
も
慣
れ

た
の
で
、
現
場
で
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職　種
山口県

Ｈ 29年度 Ｈ 30年度 増加額

大　 工 20,700 21,400 700

左　 官 19,200 19,800 600

と び 工 21,000 21,700 700

型 枠 工 19,300 19,900 600

鉄 筋 工 20,100 20,700 600

鉄 骨 工 19,200 19,800 600

電　 工 17,800 18,100 300

配 管 工 17,500 17,800 300

板 金 工 20,400 21,100 700

塗 装 工 18,400 19,000 600

内 装 工 20,700 21,400 700

サッシ工 18,900 19,500 600

ガラス工 19,700 20,300 600

溶 接 工 20,100 20,700 600

建 具 工 16,900 17,400 500

造 園 工 17,200 17,200 0

各支部代表者学習会

あ
げ
る
。
労

働
者
も
上
げ

て
も
ら
え
る

よ
う
、
双
方

が
努
力
し
、

歩
み
寄
っ
て

い
く
こ
と
が

一
番
重
要
」

と
訴
え
ま
し

た
。そ
の
後
、

全
建
総
連
の

方
針
に
基
づ

き
、
建
設
山

口
の
今
後
の

取
組
（
案
）

を
協
議
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
に
は
支
部
代
表

36
人
が
参
加
。
町
場
の
賃

金
引
き
上
げ
の
難
し
さ
の

意
見
等
も
あ
り
な
が
ら
、

賃
金
運
動
に
向
け
た
組
織

内
の
機
運
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
を
柱
と

し
た
取
組
内
容
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

全
建
総
連
が
作
製
し
た

「
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」

と
「
チ
ラ
シ
」
を
全
支
部

で
活
用
し
な
が
ら
、
組
織

内
の
機
運
づ
く
り
を
高
め

て
い
く
こ
と
を
最
重
点

に
、
今
後
の
賃
金
引
上
げ

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

今後の賃金運動の取組方針を確認

▲

３
／
28
本
部
会
館
で
（
後
列
は
指
導
員
）

将来の後継者候補へ
もの作りの魅力伝える
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国
土
交
通
省
は
、
技

能
労
働
者
の
処
遇
改
善

と
、
技
能
が
評
価
さ
れ

る
こ
と
で
若
年
入
職
者

の
増
加
を
目
指
し
、「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
は
、
技
能

者
の
本
人
認
証
と
本
人

を
証
明
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
に
よ
り
就
業
履
歴
を

蓄
積
す
る
建
設
業
界
統

一
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

お
り
、
能
力
や
経
験
に

応
じ
た
処
遇
を
受
け
ら

れ
る
環
境
を
整
備
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
建
設

業
の
担
い
手
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
の
運
用
開
始

は
今
年
秋
頃
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
シ

ス
テ
ム
を
活
用
す
る
上

で
必
要
と
な
る
「
技
能

者
登
録
」
と
「
事
業
者

登
録
」
の
申
請
受
付
は

5
月
か
ら
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
般
財
団
法
人
・

建
設
業
振
興
基
金
「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
お
問
い
合
わ
せ

セ
ン
タ
ー
（
0
3
・

6
3
8
6・
3
7
2
5
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
組
合
と
し
て

の
対
応
方
針
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
機
関
会

議
で
協
議
し
な
が
ら
、

必
要
な
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

～労働局との
　　意見交換会～

経験・能力に応じた処遇を

中建国保の安定運営のために

ハガキ要請のお願い

建設キャリアアップシステム

安
全
経
費
の

　
　
支
給
徹
底
を

　

組
合
で
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
相
談
会
を
独
自

に
実
施
し
て
い
な
い
各
支

部
に
対
し
て
、
本
部
か
ら

相
談
員
が
出
向
き
、
決
算

書
や
申
告
書
作
成
の
お
手

伝
い
を
す
る
取
組
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

2
月
3
日
の
宇
部
会
場

を
皮
切
り
に
、
独
自
開
催

支
部
を
含
め
、
17
会
場
で

実
施
。
合
計
1
8
7
人
の

相
談
者
が
あ
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
白
色
申
告
99
人
、

青
色
申
告
79
人
、
給
与
9

人
で
し
た
。

　

「
減
価
償
却
の
計
算
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
欲
し
い
」

「
消
費
税
の
計
算
を
お
願

い
し
た
い
」
な
ど
、
相
談

内
容
も
様
々
で
す
。

　

来
場
者
も
、
昨
年
開
業

さ
れ
て
今
年
初
め
て
確
定

申
告
を
さ
れ
る
方
か
ら
、

毎
年
参
加
さ
れ
る
方
ま
で

　

組
合
で
は

3
月
8
日
、

吉
村
委
員
長

を
は
じ
め
9

人
が
参
加
し

て
労
働
局
と

の
意
見
交
換

会
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ

の
意
見
交
換

会
は
、従
来
、

労
働
局
交
渉

と
し
て
実
施

し
て
い
ま
し

た
が
、
双
方

の
意
見
を
出

し
や
す
い
よ
う
に
名
称
を

今
回
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。

　

山
口
労
働
局
側
か
ら

は
、
梅
本
地
方
労
働
基
準

観
察
監
督
官
ほ
か
9
人
が

対
応
。

　

①
建
設
安
全
衛
生
対
策

の
強
化
②
ア
ス
ベ
ス
ト
疾

患
患
者
の
補
償
救
済
、
石

綿
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

促
進
③
建
設
現
場
で
の
労

災
隠
し
の
根
絶
、
多
能
工

へ
の
労
災
適
用
④
建
設
雇

用
改
善
⑤
手
間
受
け
（
請

負
的
就
労
者
）
の
「
労
働

者
範
囲
」
と
救
済
⑥
中
小

事
業
主
の
労
災
適
用
に
つ

い
て
の
6
つ
を
柱
に
計
20

項
目
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
一
人

親
方
化
が
進
ん
で
い
る
現

状
を
説
明
し
な
が
ら
、「
安

全
経
費
の
支
給
の
徹
底
」

な
ど
を
強
く
訴
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
労
働
局
の
指
導

に
よ
り
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
現

場
な
ど
で
は
、
一
人
親
方

の
多
能
工
化
へ
の
理
解
が

進
ん
で
い
る
こ
と
の
報
告

な
ど
を
し
て
意
見
交
換
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

お
ら
れ
、
こ

の
取
組
の
必

要
性
を
年
々

感
じ
て
い
ま

す
。
消
費
税

の
相
談
も
受

け
、
本
則
課

税
3
件
、
簡

易
課
税
11
件

の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

下関支部では支部役員が相談員に

代表９人が参加し、20項目を要請

　

平
成
29
年
度
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
は
、
全
建

総
連
全
体
で
2
6
8
万

8
1
3
4
枚
（
建
設
山

口
は
5
万
4
6
7
8
枚
）

を
投
函
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
成
30
年
度
の
建
設
国

保
組
合
に
対
す
る
補
助

額
は
、
現
行
補
助
水
準

確
保
で
き
る
見
通
し
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
予
算
に

向
け
て
は
、
例
年
行
わ

れ
る
8
月
末
の
概
算
要

求
を
前
に
現
行
補
助
水

準
を
確
保
す
る
た
め
、

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
行

い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

次
年
度
の
国
保
組
合
の

安
定
運
営
を
支
え
る
だ

け
で
な
く
、
医
療
保
険

制
度
の
中
の
国
保
組
合

制
度
を
将
来
に
渡
っ
て

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

毎
年
の
運
動
に
な
り

ま
す
が
、
建
設
山
口
は

組
織
人
員
の
2
倍
を
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

各支部から寄せられたハガキ

確定申告相談会
　　延べ17会場で

■創設自治体　７市１町≪平成30年4月現在：本部把握分≫
■平成 30年度予算総額　（2億 5,600 万円）

市町 募　集　期　間 予 算 額 担当課連絡先

１ 宇部市
4月 2日～ 3月 8日まで
（予算の範囲内）
※健康・省エネに資するこ
とが条件

2,100 万円 宇部市建築指導課
℡ 0836-34-8434

２ 長門市 4月 2日～予算の範囲内
※断熱リフォーム工事が必須

（地域商品券）
900 万円

長門市建設部建築
住宅課
℡ 0837-23-1149

３ 山口市 4月 2日～ 6月 29日まで
（予算の範囲内）

（地域商品券）
1億 5,000 万円

山口市ふるさと産
業課
℡ 083-934-2719

４ 防府市 4月 18日～予算範囲内 （地域商品券 )
5,500 万円

防府市商工振興課
商工振興係
℡ 0835-25-2147

５ 光　市
エコライフ補助金
4月 16日～ 予算範囲内
※今年度は太陽光発電は除
く

700 万円
光市環境政策課環
境政策係
℡ 0833-72-1465

６ 美祢市 4月 16日～予算範囲内
（地域商品券
及び農産品等）

300 万円

美祢市建設経済部
商工労働課
℡ 0837-52-5224

７ 山陽小野田市 5月 1日～予算の範囲内      1,000 万円
山陽小野田市建築
住宅課
℡ 0836-82-1166

８ 阿武町 4月 2日～予算の範囲内        100 万円 阿武町施設課
℡ 08388-2-3112

＊光市のエコライフ補助金制度もリフォーム助成制度として掲載しています。
＊詳細は、各自治体の担当課へお問い合わせください。

　

建
設
山
口
で
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
地
域
で
の
仕

事
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な

が
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
」
の
創
設
を
求

め
、
県
下
全
自
治
体
（
13

市
6
町
）
へ
の
要
請
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 　

こ
の
制
度
は
、
地
元
の

建
設
業
者
に
依
頼
し
て
行

う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対

し
、
自
治
体
が
独
自
に
補

助
す
る
制
度
で
平
成
30
年

度
（
4
月
現
在
）
は
、
7

市
1
町
で
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

対
象
工
事
や
助
成
割
合

は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な

り
、
地
域
限
定
の
商
品
券

を
補
助
す
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

各
自
治
体
の
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

該
当
地
域
の
組
合
員
の

み
な
さ
ん
、
仕
事
対
策
と

し
て
積
極
的
な
ご
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
制
度

継
続
の
必
要
性
も
訴
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
今
年

度
も
県
下
自
治
体
へ
の
要

請
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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何
処
か
ら
見
て
も
目
立
つ
山

容
で
あ
り
、
山
口
県
側
か
ら
眺

め
る
と
東
西
に
デ
カ
イ
山
体
で

東
側
が
ス
パ
ッ
と
切
れ
落
ち

カ
ッ
コ
イ
イ
形
の
峰
で
あ
る
。

　

登
山
口
に
は
駐
車
場
が
整
備

さ
れ
20
台
の
車
が
置
け
る
。
ト

イ
レ
も
あ
り
人
気
の
山
だ
と
わ

か
る
。
別
荘
地
の
歩
道
を
5
分

歩
く
と
地
道
に
変
わ
り
、
静
か

な
杉
林
を
過
ぎ
る
と
ベ
ン
チ
で

一
休
み
。
こ
れ
か
ら
は
、
き
つ

い
登
り
の
連
続
な
の
で
ゆ
っ
く

り
登
ろ
う
。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

登
山
靴

19

久光　義秋（光・大工 68）

大峰山
（広島県廿日市市）

支部 平成30年３月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 70 － 7
阿　武 0 － 24
岩　国 1,748 33
宇　部 1,659 23
小野田 572 8
吉　南 1,007 21
下　松 1,145 111
熊毛南 255 － 13
下　関 1,226 － 46
徳　山 762 12
豊　浦 178 6
長　門 183 － 9
萩 203 14
光 242 － 7
防　府 952 45
美　祢 172 － 6
山　口 1,089 48
柳　井 441 31

計 11,904人 240

▲

冬
の
大
峰
山
山
頂

休
息
が
一
番

防
府
　

野
藁
　

政
幸

（
鉄
　

工
）

　

健
康
に
気
を
つ
け
て
仕

事
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
疲
れ
が

出
た
場
合
、
休
息
が
一
番

で
す
。

家
族
・
友
人
と
登
山

景
色
に
魅
了
さ
れ

岩
国
　

伊
藤
　

和
樹

（
造
園
工
）

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
、

家
族
・
友
人
と
登
山
に
ハ

マ
リ
、
仕
事
と
は
少
し
違

う
い
い
汗
か
い
て
い
ま
す
。

　

頂
上
で
し
か
見
ら
れ
な

い
景
色
に
魅
了
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

道
は
よ
く
整
備
さ
れ
迷
う
心
配
は
な
い
。
勾
配
が

緩
や
か
に
な
り
三
角
点
に
着
く
が
眺
め
は
良
く
な
い
。

さ
ら
に
1
分
で
大
岩
の
頂
だ
。
3
6
0
度
の
大
パ
ノ

ラ
マ
。
素
晴
ら
し
い
景
色
を
堪
能
す
る
。

　

岩
下
の
休
憩
所
に
降
り
る
に
は
北
側
の
巻
き
道
を

利
用
す
る
の
が
一
般
的
で
し
ょ
う
。

　

自
信
が
あ
れ
ば
鎖
に
掴
ま
り
ク
ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
も

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

休
憩
所
前
に
は
祠
が
祀
ら
れ
神
聖
な
空
気
が
漂
う
。

こ
こ
に
も
大
岩
が
あ
り
ロ
ー
プ
に
助
け
ら
れ
岩
の
天

辺
に
登
れ
ば
、
抜
群
の
眺
望
は
言
う
こ
と
な
し
。
特

に
西
日
本
山
地
の
連
山
が
美
し
い
。

　

パ
ノ
ラ
マ
を
眼
に
焼
き
付
け
た
ら
下
山
は
西
大
峰

山
ピ
ー
ク
ま
で
足
を
延
ば
そ
う
。
ミ
ズ
ナ
ラ
の
大
木

の
枝
先
に
は
ツ
キ
ノ
ワ
熊
の
寝
床
が
数
多
く
発
見
で

き
る
。
木
に
登
っ
た
爪
痕
も
新
鮮
に
残
っ
て
い
る
が
、

熊
に
出
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。
山
域
の
自
然
の
豊
か

さ
の
証
拠
だ
。

　

ピ
ー
ク
で
休
憩

し
、
少
し
引
き
返

す
と
右
に
下
山
路

の
標
識
が
あ
る
。

約
70
分
で
登
山
口

の
駐
車
場
に
到
着
。

帰
路
は
半
日
た
っ

ぷ
り
歩
い
た
達
成

感
に
浸
り
、
疲
れ

を
途
中
の
温
泉
で

温
め
る
と
思
い
出

深
い
登
山
史
と
な

る
で
し
ょ
う
。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

将
来
の
夢
は
大
工

父
ち
ゃ
ん
と
お
仕
事

山
口
　

土
井
　

洋
行

（
大
　

工
）

　

孫
た
ち
も
大
き
く
な
り
、

今
一
番
楽
し
い
時
期
で
す
。

　

将
来
の
夢
を
4
歳
の
孫

に
聞
く
と
「
大
工
さ
ん
」

と
答
え
る
の
で
す
。

　

理
由
を
聞
く
と
「
父

ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
で
お
仕

事
行
け
る
か
ら｣

と
言

う
の
で
す
。
か
わ
い
い
で

す
よ
ね
ぇ
。

ヒヤリ・ハット事例
　足場の組立工事で足場上を歩行中、足場板のツメが破損
して板が傾き、バランスを崩して転落しそうになった。

　鉄骨・鉄筋コンクリート造家屋建築工事業

業　　種

　目視でいいので足場板の事前点検を必ず行うこと。

対　　策

　足場（建築工事）

作業の種類

　建築工事の現場で足場組立工事をしていて高さ5mの足場上
を歩行中、突然足場板のツメがちぎれて乗っていた足場板が傾
き、バランスを崩して転落しそうになった。幸い安全帯を着用し
ていたので5m下には墜落せず、右ひざの軽い擦り傷ですんだ。

ヒヤリ・ハットの状況

『
入
学
祝
金
』の

　
　 

申
請
受
付
中

秋
本
事
務
局
長
が
退
職

花束を受けとる秋本さん　

3
月
31
日
を
も
っ
て
、

秋
本
信
二
さ
ん
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
7
月
の
入

局
以
来
、
様
々
な
専
門

部
を
担
当
さ
れ
、
平
成

28
年
2
月
か
ら
は
事
務

局
長
と
し
て
事
務
局
を

引
っ
張
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

約
34
年
間
の
勤
務
、

長
い
間
た
い
へ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

　

建
設
山
口
の
組
織
内
共

済
で
は
、
小
学
校
入
学
・

中
学
校
入
学
の
子
ど
も
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
組
合

員
さ
ん
を
対
象
に
入
学
祝

金
を
支
給
し
て
い
ま
す

（
一
部
の
支
部
を
除
く
）。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
お

入
り
の
支
部
に
あ
り
ま
す

共
済
金
支
給
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

添
付
書
類
（
組
合
員
の
お

子
さ
ん
と
分
か
る
も
の
。

健
康
保
険
証
の
写
し
や
住

民
票
の
写
し
な
ど
）
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 　

申
請
月
の
翌
月
末
ご
ろ

に
お
入
り
の
支
部
を
通
じ

て
、
入
学
祝
金
を
お
渡
し

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
校
入
学
祝

金
は
1
万
円
、
中
学
校
入

学
祝
金
は
5
千
円
で
す
。

4
月
の
時
点
で
組
合
員
で

あ
り
、
4
月
分
の
組
合
費

を
納
入
さ
れ
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

6
ヶ
月
以
内
の
申
請
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
お
入
り
の

支
部
を
通
じ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

５年連続増員達成
H29年度末組合員数 11,904人

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
平
成
30
年
3
月
末
現

在
、
1
万
1
9
0
4
人
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度

の
1
年
間
を
み
る
と
、
加

入
し
た
仲
間
は
1
2
5
9

人
（
前
年
度
比
1
3
5
人

増
）、
脱
退
し
た
仲
間
は

1
0
1
9
人
（
前
年
度
比

1
8
8
人
増
）
と
な
り
、

1
年
間
で
2
4
0
人
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
2
年
連
続

1
0
0
0
人
以
上
の
加
入

と
5
年
連
続
で
の
増
加
を

な
り
ま
し
た
。

　

支
部
別
に
見
る
と
、
17

支
部
中
11
支
部
が
組
織
人

員
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
、

仲
間
の
要
求
を
実
現
す
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
？
未
加
入
の

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中
建

国
保
・
労
災
保
険
・
税
金

相
談
・
各
種
共
済
制
度
等
）

を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く

の
仲
間
を
組
合
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。
組
合
員
及

び
家
族
の
皆
さ
ん
の
組
織

拡
大
に
向
け
た
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　足場板の事前の点検が不十分で、ツメ取付け部の劣化に気づ
かなかったこと。

原　　因
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光　近崎　秀幸
（大工・56）

ド
ロ
ー
ン
操
作

習
得
中

近崎さん

　皆さん、ドローンのこと
はご存知と思います。今、
ハマッています。甥の小学生
の子供に買ってやったのがきっ
かけでした。
　テレビなどで空撮映像を見たりして
興味はあったのですが、不器用な自分
には無理だろうなぁ、と漠然と思って
いました。
　「やってごらん」と手渡され、しば
らく右往左往していましたが段々と操
縦にもなれ、面白くなっていました。
　それからインターネットでいろいろ
なドローンを調べました。機能もカメ
ラ付き、ＧＰＳ付きなどなど。値段も
2000円を切るものから、上はきりがあ

りませんが・・・。
　とりあえず、手のひらサイ
ズのミニドローンにて室内練習

中です。専門誌にも目を通しまし
たが、楽しむためにはいろいろな規
制にも注意しないといけません。撮影
動画が撮れるようになるには、腕もで
すが各種免許も必要なようです。（い
まさら勉強もねぇ）
　現場にドローンを持って行き、屋根
の上などの点検が出来るようになるな
ど、まだまだ夢物語です。
　山口県では専用練習場などまだまだ
未整備ですが、いつか思いっきり飛ば
してみたいと思っています。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
つ
り
あ
い
が
取
れ
て
い

な
い
。
ふ
つ
り
あ
い
。

⑤
81
で
す
。

⑥
早
期
発
見
す
れ
ば
治
り

ま
す
。
最
近
の
○
○
○

は
進
ん
で
ま
す
か
ら
。

⑧
2
月
19
日
か
ら
3
月
20

日
生
ま
れ
は
○
○
座
。

⑩
そ
の
人
の
素
質
は
○
○

○
○
だ
。

⑪
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

最
高
峰
。
時
速
3
0
0

キ
ロ
以
上
の
レ
ー
ス
。

⑬
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
。

そ
れ
は
交
通
○
○
○
で

す
。

⑭
穀
物
を
加
工
し
た
、
飴

で
固
め
た
和
菓
子
。
浅

草
名
物
「
雷
○
○
○
」。

⑯
書
い
て
あ
る
文
章
を
見

な
い
で
、
口
に
出
し
て

言
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
覚
え
る
こ
と
。

⑱
軽
く
投
げ
上
げ
る
こ
と
。

○
○
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。

⑲
広
島
の
有
名
な
海
産
物

と
い
え
ば
？

⑳
一
般
市
場
に
お
け
る
売

買
の
値
段
。

㉑
今
年
は
韓
国
の
平
昌
で

開
催
さ
れ
た
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
昔
は〝
い
ろ
は
〞。
今
は
。

②
中
国
か
ら
日
本
へ
伝

わ
っ
た
伝
説
の
生
物
。

人
の
夢
を
食
べ
ま
す
。

③
物
事
を
楽
観
的
に
考
え

る
人
。
○
○
○
○
家

④
油
性
↔

⑦
自
宅
以
外
に
泊
ま
る
こ

と
。

⑨
小
田
和
正
が
ボ
ー
カ
ル

だ
っ
た
音
楽
グ
ル
ー
プ
。

⑫
大
正
製
薬
の
マ
ー
ク
の

動
物
は
？

⑮
江
戸
時
代
の
大
名
の
義

務
。
○
○
○
○
交
代
。

⑯
月
の
光
。
月
○
○
○
。

⑰
お
ど
す
こ
と
。
○
○
○

射
撃
。

⑱
損
↔

⑳
量
よ
り
○
○
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
6
月
30
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
「
や
ま
ぐ
ち

パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
10
人
の
方
に
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
、
組
合
へ
の
注
文
な
ど

短
い
文
章
を
書
き
添
え
て

作・斉藤達夫

シネマニア

実
は
ま
だ

ど
れ
も

見
と
ら
ん
の
じ
ゃ

「
録
画
マ
ニ
ア
」に

な
っ
て
る
！

吹
き
替
え
版

字
幕
ス
ー
パ
ー
版

C
M
な
し

ノ
ー
カ
ッ
ト
版

驚
異
の

高
画
質
デ
ジ
タ
ル

リ
マ
ス
タ
ー
版

全
て
そ
ろ
っ
と
る
が

微
妙
に

ち
が
う
ん
じ
ゃ

何
か

面
白
い
映
画

録
画
し
て
い
な
い
？

え
っ

同
じ

作
品
が

何
本
も
…

・
・

・
・

銭湯 友恵湯
住所…宇部市明治町 2-10-3
TEL…0836-21-3998
営業時間…15：30～ 22：00
定 休 日…日曜日

昭
和
か
ら
続
く
憩
い
の
場

知
る
人
ぞ
知
る
銭
湯

　【
宇
部
・
島
根
政
義
（
大

工
・
51
）】
今
日
は
宇
部

で
唯
一
、
昭
和
か
ら
営
業

し
て
い
る
友
恵
湯
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

知
る
人
ぞ
知
る
隠
れ
た

銭
湯
、
昭
和
33
年
7
月
創

業
当
時
は
番
台
の
お
ば

ち
ゃ
ん
を
住
み
込
み
で
雇

う
ほ
ど
の
賑
わ
い
よ
う
で

し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
お
客
様
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
。
現

在
は
女
将
さ
ん
が
番
台
を

仕
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

営
業
時
間
前
か
ら
常
連

の
お
客
様
が
ま
だ
か
ま
だ

か
と
待
ち
わ
び
て
い
る
光

景
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

少
し
熱
め
の
お
湯
で
す

が
、
寒
い
冬
に
は
身
体
の

心
ま
で
ポ
カ
ポ
カ
に
な
り

ま
す
よ
。

　

蛇
口
の
レ
ト
ロ
感
、
天

井
は
木
の
板
張
り
な
ど
昭

和
の
雰
囲
気
を
バ
リ
バ
リ

感
じ
る
銭
湯
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
是
非
と
も

ご
入
浴
を
。

レトロ感あふれる浴場

C
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く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
284
号
解
答
◇

　

ヒ
ナ
マ
ツ
リ

【
宇
部
】杉
山
恵
子【
吉
南
】

井
上
恭
平
・
平
田
綾
子【
下

松
】
藤
井
早
紀
【
下
関
】

石
井
信
義
【
徳
山
】
吉
澤

晶
代
【
豊
浦
】
藤
永
勝
夫

【
萩
】
白
神
静
香
【
光
】

井
口
敏
夫
【
山
口
】
坂
本

充

（
応
募
総
数
55
）

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに

営業時間前から常連客が列を作ることも

投
稿
記
事
募
集
中

　

「
愛
〇
」
愛
車
、
愛
妻
、

愛
娘
、
愛
犬
・
・
・
。
皆

さ
ん
の
「
愛
○
」
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
お
気

に
入
り
の
場
所
」
ご
自
分

の
お
気
に
入
り
、
お
す
す

め
の
場
所
に
つ
い
て
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
写
真
を

建
設
山
口
教
宣
部
ま
で
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。




